
ヨーランドの領域分析と存在論 
 

横山 幹子（Mikiko Yokoyama） 
  

所属 筑波大学図書館情報メディア系 
 
「人間の知的活動によって生産された情報の諸側面を研究する学問」（緑川信之, 
2005, p.185）であり、「社会における知識の共有を保持するという社会的価値を持

つ総合的領域であり、人間の本質的な在り方としての知識共有という現象に注目

した領域」（石井啓豊, 2005, p. 31）である図書館情報学は、人間の知的活動や知

識の共有を問題としている点で哲学と親近性がある。そして実際、図書館情報学研

究の認識論的な出発点、方法論が、実証主義的であるべきか、それとも他の方法が

望まれるべきかという議論（たとえば、J. M. Budd; H. Hill; B. Shannon, 2010）
や、図書館情報学研究において客観性を目指すためには図書館情報学に実在論の

視点を導入することが必要だという議論（たとえば、B. Hjørland, 2004）がなさ

れてきた。また、Introduction to Information Science (D. Bawden; L. Robinson, 
2012)では、ポパーの認識論やフロリディの情報の哲学の例が挙げられ、哲学にお

ける存在論・認識論と図書館情報学との関係性が述べられている。 
「知識の組織化」を専門とする図書館情報学者ヨーランドは、図書館情報学と哲

学との関係についての代表的な研究者である。彼は、ニョリが認知的アプローチと

社会学的アプローチの両方を図書館情報学研究の方法論として取り込めるような

存在論として複数主義を採用すべきだと主張していること（C. Gnoli, 2018）を批

判した。そして、「知識の組織化」のために、社会学的なアプローチとしての「領

域分析」をなすべきことを主張する一方で、複数主義ではなく一元論の存在論を採

用すべきだと主張（B. Hjørland, 2019）した。 

このような状況を受け、本発表の目的は、ヨーランドを取り上げ、彼の「知識の

組織化」についての主張である領域分析と存在論の関係を検討することである。上

述したように、ヨーランドは社会学的なアプローチを採用し、知識の組織化に関し

て、領域分析を主張する一方で、客観的なものを認めたいと考え、存在論として一

元論を提唱しているが、それが本当に「知識の組織化」研究に相応しい存在論であ

るかどうかは明らかではない（横山 2020）。それゆえ、本発表では、領域分析を支

える存在論として一元論以外の可能性を検討することにより、「知識の組織化」つ

いて領域分析を考え、かつ、図書館情報学研究の客観性を主張するための存在論

は、ヨーランドの主張する一元論である必要はないということを明らかにしたい。 

そのために、まず、ヨーランドの考える存在論が（たとえば、B. Hjørland, 2019, 
2021）どのようなものなのかを明らかにする。次に、彼の考える領域分析（たと

えば、B. Hjørland, 2002, 2017）がどのような考えかを示す。それから、晩年のパ

トナムの考え（たとえば、H. Putnam, 2010, 2016）とガブリエルの「新しい実在

論」（たとえば、M. Gabriel, 2014,2015）がどのようなものかを示す。その後で、



パトナムの晩年の考えやガブリエルの実在論と領域分析が矛盾するのかを検討し、

ヨーランドの考えるような一元論を採用しなくとも、領域分析を認める可能性に

ついて考察する。 
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